
第20回 おおさか自治体学校 １月24日

団
結
を
大
切
に
、
よ
い
ま
ち

団
結
を
大
切
に
、
よ
い
ま
ち

よ
い
職
場
に
向
け
決
意
新
た
に

よ
い
職
場
に
向
け
決
意
新
た
に

ジェンダー平等にむけてジェンダー平等にむけて
ジェンダー・ギャップ指数

　世界各国の男女平等の度合いを指数化した世界経済フォーラム（WEF）の2015年版「ジェンダー・ギャップ指数」が発
表されました。日本は調査対象145カ国のうち101位で、女性閣僚が増えたことで2014年より順位を３つ上げたものの、依然
として先進国の中で最低水準です。女性の労働参加率が低く、男性との賃金格差も大きいため経済で106位、政治も女性議
員が少なく104位と低迷しています。教育の個別分野では識字率や中等教育への進学率で世界１位ですが、高等教育への進
学率が106位と極端に低く、同分野全体では84位となっています。

今月のキーワード今月のキーワード
戦争法廃止2000万人署名

　正式名称は「戦争法の廃止を求める統一署名」で、立憲主義を否定する戦争法（平和安全保障関連法）の撤回に向けた全
国署名です。自民党の衆・参議院選挙での総得票数を見ると2013年の参議院選挙で1846万票、2014年の衆議院選挙で1756万
票となっています。2000万という数字は、戦争法を進めた自民党が獲得したこの得票数を上回る規模となり、同時に国民５
人に１人が署名することになり、戦争法廃止の大きな世論づくりになります。こうした世論は夏の参議院選挙の争点にな
り、国をも動かす力となります。

守口市職労 新春学習会

情勢・課題を学び　　　
たたかう決意を固めあう
人事評価制度の矛盾・問題点を学ぶ
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大
阪
グ
リ
ー
ン
会
館
で
第
20
回
お
お
さ
か
自
治
体
学
校
（
主
催
：
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阪
自
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問
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研
究
所
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開
催
さ
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、
会
場
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加
者
で
埋
め

つ
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さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
全
体
会
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森
裕
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長
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問
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挨
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、
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戦
後
の
民
主
化
の
流
れ
の
中
で
結
成
さ
れ
た
府

内
の
自
治
体
労
働
組
合
が
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

２
月
６
日
に
は
大
阪
衛
都
連
結
成
、
大
阪
自
治

労
連
の
結
成
か
ら
現
在
も
、
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
堺
市
職
員
労
働
組
合
の
結
成
70
周
年
記
念

式
典
が
、
堺
市
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

山や
ま

道じ

崇
之
委
員
長
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い
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成
当
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約
８
０
０
人
の
組
合
員
か
ら
約
３
０
０
０
人
の
組

合
員
で
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
諸

先
輩
方
は
じ
め
多
く
の
み
な
さ
ん
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
か
ら
こ
そ
。『
地
域
住
民
の
繁
栄
な
く
し
て

自
治
体
労
働
者
の
幸
福
は
な
い
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
幅
広
い
市
民
の
皆
様
と
の
共
同
を
広
げ
働

起
が
あ
り
ま
し
た
。
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樫
原
正
澄
関
西
大
学
教
授
（
大

阪
自
治
体
問
題
研
究
所
副
理
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長
）
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
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荒
田
功
大
阪
自
治
労
連
執
行
委
員

長
・
藤
原
一
郎
地
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自
治
体
学
校

長
・
冨
田
宏
治
関
西
学
院
大
学
教

授
・
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｌ
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に

し
た
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

藤
原
さ
ん
は
「
住
民
が
行
財
政

の
仕
組
み
を
考
え
、
街
の
歴
史
・

伝
統
・
文
化
の
誇
り
を
学
び
直
す

中
で
、
保
守
や
リ
ベ
ラ
ル
と
の
共

同
の
運
動
を
す
す
め
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
、
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｌ
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
は
「
社
会
的
な
こ
と
や
政

治
に
無
関
心
な
圧
倒
的
多
数
の
人

た
ち
へ
ど
う
働
き
か
け
る
か
考
え

て
い
き
た
い
」
と
展
望
を
語
り
ま

し
た
。
荒
田
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地
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述
べ
ま
し
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。

　

午
後
か
ら
は
「
大
阪
の
貧
困
」、

「
大
阪
の
経
済
ど
う
す
る
？
」、

「
大
阪
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育
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地
域
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４
つ
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科
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。

は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
住

民
投
票
の
結
果
の
分
析
、
維
新
政

治
で
大
阪
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、

ダ
ブ
ル
選
挙
の
結
果
と
そ
れ
を
ど

う
見
る
の
か
に
つ
い
て
分
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
、「
維
新
は
き
っ

ち
り
組
織
戦
を
展
開
し
た
。
自
民

支
持
層
が
知
事
選
で
５
割
、
市
長

選
で
３
割
が
維
新
に
流
れ
、
大
量

の
棄
権
層
が
生
じ
た
。
今
後
の

『
オ
ー
ル
大
阪
』
の
展
望
・
課
題

と
し
て
、
棄
権
し
た
層
へ
の
働
き

か
け
は
も
ち
ろ
ん
、
選
挙
の
時
だ

け
で
は
な
く
『
市
民
連
合
』
が
大

阪
に
必
要
で
は
な
い
か
」
と
提
起

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
Ｓ
Ａ
Ｄ
Ｌ
か
ら
「
路
上

は
メ
デ
ィ
ア
〜
こ
れ
か
ら
の
わ
た

し
た
ち
の
街
・
大
阪
〜
」
と
題
し

て
特
別
報
告
が
あ
り
、「
宣
伝
等

で
『
私
は
こ
う
思
う
が
、
あ
な
た

は
ど
う
思
い
ま
す
か
』
と
い
う
対

話
型
の
宣
伝
が
大
切
だ
」
と
の
提
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学校長の森裕之さんのあいさつ

未来へ、前進に向け「団結ガンバロウ」

　オープニングの演奏はディーンアゴオカ弦楽四重奏団
のみなさん。青年部書記次長・池側将司さん（バイオリ
ン）の呼びかけで、この日のために結成されたました。

く
仲
間
の
団
結
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い

ま
ち
づ
く
り
、
よ
り
よ
い
職
場
づ
く
り
に
奮
闘
し

て
い
く
」
と
決
意
を
語
り
ま
し
た
。
続
い
て
荒
田

功
大
阪
自
治
労
連
委
員
長
を
は
じ
め
３
名
の
来
賓

の
方
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

歓
談
の
後
、
不
当
解
雇
撤
回
闘
争
や
衛
都
連
賃

金
統
一
闘
争
を
は
じ
め
、
住
民
共
同
の
と
り
く
み

な
ど
、
結
成
か
ら
70
年
の
歩
み
が
ス
ラ
イ
ド
で
映

し
出
さ
れ
、
改
め
て
歴
史
の
重
み
を
感
じ
ま
し

た
。
歴
代
の
委
員
長
経
験
者
か
ら
は
「
愚
者
は
経

験
に
学
び
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
。
団
結
の
力
を

大
切
に
さ
ら
な
る
発
展
を
」「
私
は
組
合
専
従
を

す
る
中
で
モ
ノ
の
見
方
が
大
き
く
広
が
っ
た
。
ま

た
、
現
在
市
職
労
が
取
り
組
ん
で
い
る
『
さ
か
い

未
来
づ
く
り
サ
ロ
ン
』
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い

っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
は
未
来
へ
の
前
進
に
向
け
て
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
の
唱
和
で
式
典
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　１月７日、守口市職労は2016年のたたかいをスタート
させる新春学習会を旗びらきもかねて開催しました。
　来賓の日本共産党市会議員の真崎求議員からは、守口
市政の問題点が報告され、大阪自治労連の小山光治副委
員長からは、大阪府職労のたたかいの経験も踏まえて、
人事評価制度の矛盾・問題点について学びました。
　小山副委員長は、「大阪府では、評価は絶対評価で行
われているが、評価を昇給や勤勉手当に反映させるとき
は、予算の関係もあり、相対評価にされて実施するとい

う大きな矛盾・問題点がある。昨年９月に人事当局が実
施したアンケートでも『相対評価は職員のやる気を低下
させる』『制度のあり方自体に問題あり』などの声が多
くあり、人事評価制度が意欲の向上につながらないこと
が明らかになっている」と指摘しました。
　続いて、「春闘をどうたたかうのか」をテーマに、春
闘をめぐる情勢、市職労としての独自の課題などが報告
・提案され、新たな年を攻勢的にたたかう決意を固めま
した。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
報
告
す
る
荒
田
委
員
長

堺市職労70周年式典


